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Kudanの視点〜Kudan CTOが読み解く
ロボットとデジタルツインのためのNVS〜を公開

　Kudanはこの度「Kudanの視点〜Kudan CTOが読み解くロボットとデジタルツインのためのNVS」
と題した記事を公開しましたのでお知らせします。

　「機械の眼」である人工知能（AP）と「機械の脳」である人工知覚（AI）の結びつきは近年急速に強
まっており、Kudan技術の応用が進むロボティクスやデジタルツイン領域において、先進的な構想が
拡大しています（過去記事参照）。その中で、当社は、これまで注力してきた人工知覚（AP）の独自
技術の提供に加えて、新たに人工知覚（AI）と人工知能（AP）の融合による革新的な価値の創出を
成長戦略の一環として推し進めております。

人工知覚と人工知能の融合による革新的な価値創出（2024年3月期決算資料から抜粋）

　今回の「Kudanの視点〜Kudan CTOが読み解くロボットとデジタルツインのためのNVS〜」におい
ては、2D画像・動画のAI処理に対して、大きく劣後している3D空間情報処理の発展のハードルと
なっている根本問題を解決可能なNVS（Novel View Synthesis：新規視点合成）をはじめとする最新
技術と、それに関わるKudanの技術構想の解説をします。

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS02977/4fec47cc/2d07/4009/9e27/ce3d16c82ca8/140120240423574536.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS02977/7733d13b/fd3e/4e3f/9f80/82257428e786/140120240513592588.pdf


Written by Anthony Glynn, Kudan CTO

ロボットとデジタルツインのためのNVS

Neural Radiance Field（NeRF）とGaussian Splattingは、最近多くの関心を集めている技術です。こ
れらは、NVS（Novel View Synthesis：新規視点合成）を目的とした技術で、異なる視点からの画像
を使って、実際に存在しない角度からの新しい画像を生成することができます。NeRFの登場は、こ
の分野において大きな進歩をもたらしました。NeRFとGaussian Splattingはそれぞれ異なる特徴を
持ち、3D画像とデジタルデータ作成の新しい可能性を広げています。

NeRFによる画像生成

NeRFとGaussian Splattingは、視覚的に美しい画像を生成するだけでなく、いくつかの現実的な課
題にも対処します。AIモデルは大量のデータを必要としますが、特定のロボット用途にはそれに特化
したデータが求められます。例えば、人を認識するAIは通常、頭の高さから撮影された画像を使って
訓練されますが、床近くにカメラを取り付けた小型ロボットからの画像ではうまく機能しないことがあり

ます。この場合、新しい視点に適応するための追加データが必要です。

NVSを使えば、カメラ位置を正確に知ることができるため、高精度なデータを得ることができます。シ
ミュレーションはデータ不足を補うための一般的な方法ですが、シミュレーションと現実の間には

ギャップがあります。NeRFとGaussian Splattingは、このギャップを埋め、よりリアルな合成画像を生
成します。



Kudan SLAMとNVSの統合

Kudanの技術を使ったモバイルマッピングやデジタルツイン技術は、NeRFやGaussian Splattingを
大きく進化させることができます。これらのNVS技術は、トレーニング画像の正確な位置情報を必要
としますが、KudanのSLAM技術を使えば、より正確な位置情報を提供できます。さらに、LiDAR点群
データを使ってGaussian Splattingの計算を最適化することも可能です。

加えて、デジタルツインや点群データをより意味のある情報で強化する方法も模索されています。

SLAMによって強化されたNVSは、2Dと3Dの橋渡しとして重要な役割を果たします。3Dデータを直
接処理するAIモデルもありますが、現在は2Dデータの方が成熟しています。NVSを使えば、2Dデー
タを活用して3Dデータを効果的に利用できるようになります。2Dデータ用の画像を生成するだけでな
く、3Dデータの訓練にも役立つことが期待されます。

NeRFとGaussian Splattingは、NVSにおける重要な技術進歩を象徴しています。この分野は今後も
活発に進展し、これらの技術をさらに改良したり、ハイブリッドアプローチを探る研究も進んでいま

す。技術の進化により、NeRFはより高速になり、Gaussian Splattingはよりコンパクトになり、大規模
な環境でも使用できるようになるでしょう。Kudanはこれらの技術革新がもたらす新しい価値創出に
期待しており、マッピングや知覚における潜在的な影響を最大化するための研究開発を進めていき

ます。



【Ｋｕｄａｎ株式会社について】

Kudanは、人工知覚（AP）のアルゴリズムを専門とする深層技術の研究開発企業です。人工知覚（
AP）は、人工知能（AI）と相互補完する技術として、機械を自律的に機能する方向に進化させるもの
です。現在、Kudanはロボティクス・デジタルツイン・自動運転などを中心に幅広い次世代ソリュー
ションに対して技術ライセンスを提供しています。詳細な情報は、Kudanのウェブサイト（
https://www.kudan.io/jp/）をご参照ください。
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